
作成：栃木県県民生活部危機管理課
平成30年5月22日（令和2年9月改訂）

○各種マニュアルの整備
○訓練等の実施及び参加
○連絡体制の構築
○注意喚起の通知等

　○台風進路予報 　○気象情報の収集及び分析
　○台風に関する気象情報（雨量、風速等） 　○台風説明会の調整

○気象情報の収集
○緊急体制の確認

　○対応班の調整・確認 ○待機体制の確認

　○宇都宮地方気象台との情報共有

【土砂災害】

○警戒本部会議の開催検討

★「避難準備・高齢者等避難開始」の発令目安【洪水】

◆　

時間軸や災害対策本部の設置、本部会議の開催等については、災害の規模、発生時間等により対応が異なることから、弾力的に運用する。
注 「要綱」：栃木県災害対策本部の組織及び運営に関する要綱

台風等に伴う集中豪雨を想定したタイムライン
～大規模災害時における県災害対策本部等の応急活動～

気象・水象等情報
（気象台）

災 害 警 戒 本 部 ・災 害 対 策 本 部
事   務   局

県土防災センター
（防災G・河川G・砂防G）

県各部局・県警 県災害対策支部 　市町・消防本部　　自衛隊等

○6時・9時・12時・15時・18時・21時に
気象情報を発表

　○防災気象情報等の監視

○災害警戒本部設置の検討

　★「避難準備・高齢者等避難開始」の発令目安

　

★「避難勧告等、避難指示（緊急）」の発令目安
                                                           【土砂災害】

時間軸については、「令和元年東日本台風」の際の時間経過を参考に、災害対策本部や各部局、災害対策支部の情報収集・発信体制、応急活動に対する関係機関への派遣要請に重点をおき作成した。

★「災害発生情報」の発令目安【洪水】

★「避難勧告等、避難指示（緊急）」の発令目安【洪水】

（

災害対応（情報収集、情報共有、復旧方法の検

討）

■水防団待機水位《レベル１》

に到達 （通常水位）

●【警戒レベル２】

大雨・洪水注意報 発表

●大雨・洪水警報：警戒レベル

３相当情報［土砂災害・洪水］

発表

水防警報（待機）

■氾濫注意水位《レベル２》

に到達 （警戒水位）

■避難判断水位《レベル３》

に到達 （特別警戒水位）

■氾濫危険水位《レベル４》

に到達

-55h

0h

-24h

-7h

-5h

-3h

-4h

課長から市町への情報提供

・市町幹部職員へ河川水位に関する

情報提供

●大雨特別警報（土砂災害、

浸水害）：警戒レベル５相当情

報 発表

-72h

水防警報（準備） 発表

水防警報（出動） 発表

水防警報（指示及び情報） 発表

-15h

-2h

■土砂災害警戒情報発表の

基準（ＣＬ）に到達

土砂災害警戒情報：警戒レベル４

相当情報［土砂災害］ 発表

出水期前

準備

課長から市町への情報提供

・市町幹部職員へ知事ホットラインの

情報提供（複線化）

応 急 復 旧 《 完 了 》

宇都宮地方気象台による

《台風説明会》

（3日前）

課長から市町への情報提供
・市町幹部職員へ土砂災害の危険度の

高まったエリアを周知

水防本部設置 《準備配備体制》

課長から市町への情報提供
・市町幹部職員へ知事ホットラインの情報提供

（複線化）

課長から市町への情報提供
・市町幹部職員へ知事ホットラインの情報提供

（複線化）

洪水予報 発表（氾濫警戒情報：警戒レ

ベル３相当情報［洪水］）

洪水予報 発表（氾濫危険情報：警戒

レベル４相当情報［洪水］）

洪水予報 発表（氾濫発生情報：警戒

レベル５相当情報［洪水］）

以降、継続して防災気象情報の収集、

水害・土砂災害の有無について把握

をおこなう

土砂災害発生

堤防決壊

水防本部 《第１次 非常配備体制》

水防本部 《第２次 非常配備体制》

■氾濫発生《レベル５》
（水位： 堤防天端到達時）

待 機 開 始

■特別警報の発表基準となる

メッシュが４～５個発生
（宇都宮地方気象台から情報提供）

※栃木県水防計画による

県から河川水位の情報提供

【市町】

【警戒レベル４】避難指示（緊急）【市町】
※避難指示（緊急）は緊急的に又は重ねて避難を

促す場合等に発令

水防団待機【消防】

【警戒レベル３】避難準備・高齢者等避難開

始【市町】（台風の暴風域に入る前に）

知事ホットライン 【土砂災害】

知 事←→市町長（双方向化）

知事ホットラインの調整

知事ホットライン 【水害】
知 事←→市町長（双方向化）

知事ホットラインの調整
知事ホットラインの

情報提供（複線化）【市町】

知事ホットライン 【水害】
知 事←→市町長（双方向化）

知事ホットラインの調整 知事ホットラインの

情報提供（複線化）【市町】

県から土砂災害の情報提供【市町】

（危険度の高まったエリア）

災害対策本部の解散

台風説明会の実施

被害状況等の情報収集
【市町・消防】

気象情報の共有（以降随時）気象情報の共有（以降随時）

知事ホットラインの

情報提供（複線化）【市町】

台風説明会の参加

市町が行う初期応急

対策活動の支援

災害対策支部の解散

保健医療調整本部の設置

【保健福祉課】

被害状況等の情報収集

被害状況等の情報収集

台風説明会の参加

洪水予報 発表（氾濫注意情報：警戒レ

ベル２相当情報［洪水］）

災害警戒本部設置を関係者

に周知

関係機関・関係団体

への周知

被害状況等の情報収集を依頼

災害警戒本部の設置

（第1警戒体制）

（台風の接近、集中豪雨等で被害が見込こまれる場合にお

いては、警戒本部設置を柔軟に対応）

災害対策支部の設置

（「要綱」第9条4項第2号

により設置）

市町災害警戒本部を設置

【市町】

市町災害対策本部の設置【市町】

被 害 報 の 作 成 ・ 公表 被害状況等の報告

災害対策本部会議（以降随時）

災害対応（情報収集、情報共有、復旧方法の検討)

被害状況の把握

○ライフライン関係情報収集

警戒本部会議の開催
（以降、随時開催）i

警戒本部会議の出席
（災害対策・危機管理委員会）i

被害状況等の情報収集

被害状況等の報告

【被害報については、第1報を警報等の発表から概ね2時間後を基準時とし、その後は、前報から3時間後を基準時として作成する。（夜間・2日目以降は災害の規模等を勘案し決定する。）】

関係機関との情報共有

被害状況等の報告

【市町・消防】

・自衛隊の派遣要請

自衛隊の派遣要請

緊急消防援助隊の派遣要請

関係団体への派遣要請

ＤＭＡＴの派遣報告

自衛隊の派遣【自衛隊】

緊急消防援助隊の派遣【消防庁】

災害対策支部の設置準備

ＤＭＡＴの派遣要請【消防】

警戒本部会議の出席
（災害対策・危機管理委員会）i

・支部内の連絡調整

・県備蓄品の市町への提供

・市町が行う応急対策業務に関すること

保健医療調整本部ＤＭＡＴ派遣

【保健福祉課】

（DMAT調整班） ＤＭＡＴの派遣受入【消防】

自衛隊の派遣要請【市町】

緊急消防援助隊の派遣要請

【消防】

県警との情報共有

（以降随時）

【県警・警備二課】

自衛隊の派遣受入【市町】

緊急消防援助隊の派遣受入

【消防】

災 害 対 策 本 部

広域緊急援助隊の派遣要請

【県警・警備二課】
広域緊急援助隊の派遣報告

災害対策本部会議（以降随時）

市町、消防・自衛隊等との情報共有

（以降随時）【市町・消防・自衛隊等】

【警戒レベル５】災害発生情報【市町】
※可能な範囲で発令

【警戒レベル４】避難勧告等【市町】

【警戒レベル４】避難指示（緊急）【市町】

【警戒レベル４】避難勧告等【市町】

【警戒レベル３】避難準備・高齢者等

避難開始【市町】

《第１注意体制》

《第２注意体制》

水防団出動【消防】

ダム非常用洪水吐越流

ダム異常洪水時防災操作

ダム非常用洪水吐越流 《開始》
ダム異常洪水時防災操作 《開始》
課長から市町への情報提供

・市町幹部職員へ知事ホットラインの情報提供（複線化）

知事ホットラインの

情報提供（複線化）【市町】

知事ホットラインの調整

知事ホットライン 【ダム緊急放流】
知 事←→市町長（双方向化）

ダム非常用洪水吐越流《開始3h前》

ダム異常洪水時防災操作《開始3h前》

課長から市町への情報提供
・市町幹部職員へ知事ホットラインの情報提供（複線化）

知事ホットラインの

情報提供（複線化）【市町】

知事ホットラインの調整

知事ホットライン 【ダム緊急放流】
知 事←→市町長（双方向化）

緊急対策要員の受入【市町】

ダム非常用洪水吐越流《開始1h前》
ダム異常洪水時防災操作《開始1h前》

部長・課長から市町への情報提供
情報提供【市町】

第2警戒体制の設置

（災害警戒本部が設置され大規模な風水害が発生するおそれが

ある場合、又は発生した場合に設置）

災害対策本部の設置
（「要綱(注)」第2条1項第4号により設置）

災害対策本部会議（以降随時）

緊急対策要員の派遣（自動）

災害対策本部設置を周知

○本部・各部局との情報共有

○支部と各班の各種調整

【警戒レベル５】災害発生情報【市町】
※可能な範囲で発令


